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　「差別を解消し、人権が尊重される三重をつくる条例」には「人権問題の多くは、社会構造の中で
生じており、社会として解決していくことが必要である。私たち一人一人がその当事者であるとの認
識の下、自他の人権を尊重し、不当な差別をはじめとする人権問題の解決に向けて取り組んでいかな
ければならない」とあります。
　「人権問題の多くは、社会構造の中で生じている」「私たち一人一人がその当事者」とはどういう
ことなのでしょうか。私たちの日常生活の一場面から考えてみましょう。

私たち一人一人が自分の生活を
振り返ることから

あなたの「ふつう」はみんなの「ふつう」？あなたの「ふつう」はみんなの「ふつう」？

　自分にとっては「ふつう」と思っていたことが、他の誰かにとってはそうでないことに気付いた
ことはありませんか。
　コロナ禍で感染対策が求められていたときは「マスクを着けるのが『ふつう』」「手指消毒をす
るのが『ふつう』」だと思っていた人が多いのではないでしょうか。しかし、さまざまな理由でマ
スクを着けられなかったり、手指消毒をできなかったりした人もいたはずです。
　多くの人がやっていることを「ふつう」だと捉えてしまうことで、その「ふつう」に当てはまらな
い人が見過ごされてしまったり、その人の思いや困っていることに気付きにくくなったりします。あ
なたにとっての「ふつう」が、他の誰かにとってはどうなのか、立ち止まって考えてみませんか。

たまたま得られた優位性たまたま得られた優位性

私の中の「思い込み」私の中の「思い込み」
　吹き出しの中には、どんな言葉が入るでしょう
か。もし「たけしさん、男性なのにすごいな～」や
「ふつうは逆じゃない？」といった言葉が浮かんだ
なら、そこには社会の中にある性別による役割分担
意識が影響しているのかもしれません。
　私たちは、日常生活の中で知らず知らずのうち
に、さまざまな思い込みや偏見が刷り込まれてし
まっています。そうした思い込みや偏見が、自分自
身や誰かの「自分らしく生きること」を邪魔してし
まってはいないでしょうか。「女性だから…」「外
国人なのに…」「障がい者は…」とひとくくりにし
て思い込んでしまっていた自分の意識にまず気付く
ことが、お互いを尊重し一人一人が自分らしく生き
られる社会をつくることにつながります。

　みなさんは「マジョリティ特権」という言葉を聞いた
ことがありますか。
　車いすユーザーである愛さんは、飲食店に行くときは
車いすで入れる店かどうかを確かめなければなりませ
ん。一方でひろ子さんは、自分が入れるかどうかを気に
しなくても、入りたい店を選ぶことができます。それ
は、多くの店が多数派であるいわゆる「健常者」に合わ
せて作られているからです。ひろ子さんは、自分がたま
たま「健常者」という多数派に属していることで、労な
くして「自由に店を選ぶことができる」という優位性を
得られているのです。このような多数派(マジョリティ)の
優位性を「マジョリティ特権」といいます。

　マジョリティ特権について、自動ドアに例えられるこ
とがあります。今の社会は、多数派に対して自動でドア
が開いてくれるようなイメージです。一方で、少数派(マ
イノリティ)に対しては自動ではドアが開かずに立ちはだ
かります。自力でこじ開けなければならないため、前に
進むには相当の労力が必要となります。多数派は、自分
に対してあまりにも自然にドアが開いてくれるので、ド
アの存在すら意識せずに済み、自動でドアが開くことが
「ふつう」「当たり前」だと思ってしまいます。
　マンガの中のひろ子さんは、車いすユーザーの愛さん
の言葉から、自分がたまたま得られている優位性に気付
くことができました。

　マジョリティにとっての「ふつう」や「当たり前」が
前提となってしまっている今の社会の中で、女性や障が
い者、外国につながる人や性的少数者などの社会的マイ
ノリティが、不利益を被ったり生きづらさを感じさせら
れたりしています。その事実に気付くためには、ひろ子
さんのように、共に過ごしたり話を聞いたりすることを
通して、マイノリティ側からの視点に触れることが必要
なのではないでしょうか。

自由に店を選べるのは…

自動で開くドア・立ちはだかるドア

少数派側からの視点
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